
ポスト暫定措置のあり方討議
事務局長会議で各地域の考え方　2月 15 日・東京で

　全海運は 2月 15 日､東京・平河町のホテルルポール麹町で所属 18 会員組合の事務局長
会議を開催した｡今回の参加者は所要により欠席した 1組合を除く 17 会員組合の事務局長
17 名で､藤井肇全海運会長と寺岡洋一､原田勝弘､藏本由紀夫、岡田俊夫 4副会長の執行部
に中島繁専務理事以下､事務局員で、テーマは「内航海運暫定措置事業終了後の組合組織
のあり方について」に絞られ、各地域でこれまでに検討されて来たことについて披瀝さ
れ､熱心な討議が交わされた｡
　所属各組合ともまだ内部での方向づけが十分でないため､今回は途中経過としての報告と
意見交換にとどまり､全海運としての方向づけは今後に持ち越されたが、予定では平成 35 
度、あるいは収支状況次第で 32～33 年度で終了する暫定措置事業後の組合活動のあり方
について今後、活性化プロジェクトチーム等でさらに議論を深めることとなった｡
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